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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査項目
第7図　収穫期における調査結果
の傾向がみられた。この球径と球茎重間の回帰方程式Y＝－126＋3．8×（r2＝O．998＊＊註））から，
コーラルビー収穫の目安とされる球径50mm3）時点における球茎重は63，7　gと推定された。葉長
および葉数ではほとんど区間差がみられなかった。図示はしなかったが，葉柄および球茎の糖度
はそれぞれ2，5～2．6および5，1～5，4％，ビタミンCは32．1～34．6および58．3～70．2mg／100　ml
で，糖度およびビタミンCとも球茎値の方が葉柄値よりも高かったが，区間有意差はみられな
かった。なお表示はしなかったが，同一収穫期間内での球径5cm以上のコールラビーの対照区，
0．1％，0．15％および0．2％区の収穫率はそれぞれ44．4，91．1，82．2および75．6％で，0．1％区が最も
高く，対照区と各処理区間にはいずれも有意差がみられた。
4．考
?
　実験1）のマルチ栽培の収量調査では，全重，球茎重，および葉重で，実験3）の温室栽培で
は，生育中の草丈，葉数，および球径で，また収量調査では，全重，球茎重，葉重，および球径
で区間有意差がみられ，施用効果が確認されたが，実験2）のマルチおよびプランター栽培で
は，いずれの調査項目とも区間有意差はみられず，施用効果も確認されなかった。このことは，
前報1）のホウレンソウでも報告したように時期により，あるいはまた栽培期間の長かったことに
よりその効果が減じられたものとも考えられる。すなわち，施用効果がみられた実験1）および
註）＊＊印は有意水準1％を示す。
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実験3）の栽培期間はそれぞれ6～8月の55日および2～4月（温室）の64日に対し，実験2）の
場合はA）マルチおよびB）プランターの栽培期間がそれぞれ8～11月の72日および8～12月の
89日で，実験1）と実験2）のマルチ栽培だけを比較すると，生育温度の低下につれ，後者の方
が前者より17日間も栽培（生育）期間が長く，対照区の生育が処理区のそれに追いついた結果
によるものと思われる。しかしながら，実験3）の収穫率の結果からみると収穫期の早期化にも
効果のあることは明白である。したがって，本処理法はコールラビーの秋播きの作型の育苗には
不向きのようではあるが，春播きと温室栽培の作型に供する育苗には「常楽」の5分間，3回の
浸漬処理は有効な1処理法と考えられる。なお，処理濃度は0，1％を越えると逆効果，すなわち
ストレスを示すようである。
　以上のように，春播きと温室栽培の作型に供するコールラビーの育苗に関する「常楽」の週ご
とに3回，5分間の浸漬処理は，可食部である球茎の肥大生理に好影響をもたらした。これらを
要約すると，以下の通りである。
　1．6月播きのマルチ栽培の球茎重は，0，05％区が対照区より58％重かった。
　2．2月播きの温室栽培では，0．1％区が対照区より球径および球茎重においてそれぞれ19お
よび54％の増加を示した。
　3．育苗時における「常楽」の最適処理濃度は，マルチおよび温室栽培の結果からは0．05～
0．1％間にあった。
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